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〇概要・目的

「信州上田デジタルマップ」には不便な点や、分かりに
くい部分が散見している。

→分かりやすく扱いやすいサイトに進化すれば、初め
て利用する方でも戸惑うことなく直感的にサイトを活用
できる。また、利用者の定着にもつながる。デジタル
マップに潜んでいる課題点を探るのが目的である(可能で
あれば反映させたい)。

みんなでつくる信州上田デジタルマップ (d-commons.net)

http://www.d-commons.net/uedagaku/index.php


〇デジタルマップの問題部分

•親サイトから子サイトへ飛んだ際、自分がどこにいる
のか分からなくなる。また、子サイトから親サイトへ
の戻り方も分かりにくい。

•記事一覧の見方が分かりにくい。

• URLのハイパーリンク化に手間がかかる。

•キーワード部分がごちゃごちゃしていて見難い。



〇活動計画

•信州上田デジタルマップの閲覧、問題点の発見

•開発者の方との打ち合わせ

•アンケート調査

•他webサイトの利用、並びにデジタルマップとの比較



〇活動

•信州上田デジタルマップの閲覧・活用

•開発者の方との打ち合わせ

•他webサイトの使用

•アンケート作成



デジタルマップの課題発見



例1:全件表示



・記事を閲覧できるリンク先が分かりにくい。
・「全件表示」をクリックすると閲覧可能だが場所や名前が把握し
にくい。

〇提案
「全件表示」ではなく「もっと見る」といった
瞬時に理解できる表記にする。



例2:子サイトからの戻り方



・記事の投稿者名をクリックすると、子サイト(マイサイ
ト)へ飛ぶが、そこからの戻り方が分かりにくい(戻り方は、
子サイトのページ右下にあるボタンをクリックする)。



〇提案

一目で発見しやすい場所に親サイトへ戻るリンクを置く。
例えば、子サイトの左上。



開発者の方との打ち合わせ



• デジタルマップ開発者の方と、週に一回meetを用いた打ち合わ
せを行った。

• 内容は、デジタルマップをより良くするための提案や、発見し
た不具合の報告など。

• ご多忙との事なので、 6月以降打ち合わせは行っていない。



他webサイトの使用



• ツイッター、FC2ブログを使用し他投稿サイトの利便性を調査。

• 世界各国の人が用いているツイッター、一般的なブログサイト
の扱いやすい部分を探り、デジタルマップと比較するのが狙い。

• チュートリアルの充実や投稿のしやすさ(手軽に行える、ハイ
パーリンク化のしやすさ等)を実感。

→ヘルプ項目の少なさ、投稿時の手間が課題か。



・アンケート作成

• 現在、アンケートの見直し中。

• 扱いやすい(または扱いにくい)箇所や、欲しいと感じた機能に
ついて問いたい。



・今後の計画

• アンケート項目の完成と実行

• アンケート結果の集計やまとめ


